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中
古
に
お
け
る
文
字
と
文
体

勝
　
　
山
　
　
華
　
　
人

恵
心
院
の
学
僧
源
信
（
九
四
二
－
一
〇
一
七
）
　
は
、
そ
の
著
『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
、
念
仏
に
よ
る
極
楽
往
生
へ
の
道
を
、
「
道
俗
貴
賎
」

の
人
々
に
興
味
深
く
ま
た
解
り
易
く
説
い
た
。
寛
和
元
年
（
九
八
四
）
、
時
に
源
信
四
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
多
く
の
経
典
の
要
文
を
随
所
に
鎮

め
た
本
書
は
正
確
な
漢
文
で
書
か
れ
た
日
本
浄
土
教
の
根
本
経
典
だ
が
、
そ
の
ま
ま
唱
話
さ
れ
る
他
の
経
典
と
は
異
な
り
、
意
味
を
押
さ
え
な

が
ら
、
日
本
語
の
文
章
と
し
て
訓
読
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
こ
の
『
往
生
要
集
』
を
取
り
上
げ
る
理
申
は
、
そ
の
本
文
史
の
特
殊
性
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
確
な
漢
文
で
書
か
れ
た
本
書
は
、

後
に
漢
文
で
書
き
写
さ
れ
る
こ
と
は
固
よ
り
、
全
体
を
平
仮
名
や
片
仮
名
を
使
っ
て
書
い
た
り
、
聞
書
き
や
絵
を
伴
っ
た
り
す
る
な
ど
、
実
に

様
々
な
形
態
と
な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
文
字
の
改
編
が
、
単
に
使
用
す
る
文
字
を
変
え
た
表
記
上
だ
け
の
問
題
に
止
ま

る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
、
文
体
そ
の
も
の
の
変
容
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。



八

『
往
生
要
集
』
完
成
後
、
程
な
く
書
写
さ
れ
た
伝
本
は
、
漢
文
を
中
心
に
、
何
点
か
現
存
し
て
い
る
。
特
に
興
味
を
引
く
も
の
は
、
形
態
の

異
な
る
次
の
四
点
、
す
な
わ
ち
、
漢
文
の
　
『
往
生
要
集
』
　
に
精
密
な
訓
点
の
施
さ
れ
た
最
明
寺
本
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
と
し
て
興
福
寺
に

伝
わ
る
写
本
、
そ
し
て
、
全
体
を
平
仮
名
で
書
き
記
し
て
い
る
高
野
山
西
南
院
と
京
都
は
浄
福
寺
が
所
蔵
す
る
伝
本
と
で
あ
る
。

○
最
明
寺
本
の
　
「
最
明
寺
」
　
と
は
、
神
奈
川
県
大
井
町
に
あ
る
古
刺
で
、
∫
こ
こ
に
蔵
す
る
『
往
生
要
集
』
　
は
、
上
中
下
巻
す
べ
て
揃
っ
た
漢
文

書
き
の
・
完
本
で
あ
る
。
築
島
裕
・
坂
詰
力
治
・
後
藤
剛
の
三
氏
が
、
影
印
と
訳
文
を
公
刊
し
て
お
机
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
後
期
と
思

わ
れ
る
失
点
、
及
び
鎌
倉
頃
の
墨
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
十
一
世
紀
後
半
の
貴
重
な
漢
文
訓
読
語
資
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

そ
の
訓
読
文
を
同
書
『
詩
文
篇
』
に
基
づ
い
て
、
平
安
後
期
の
失
点
の
み
を
調
査
対
象
と
し
た
。

○
興
福
寺
本
は
、
鎌
倉
時
代
初
中
期
頃
の
写
本
一
帖
で
、
巻
下
末
の
一
部
分
を
残
し
て
い
る
。
片
仮
名
を
主
体
と
し
た
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

で
あ
っ
て
、
誤
字
・
術
字
・
誤
写
な
ど
に
よ
る
訂
正
、
あ
る
い
は
　
「
み
せ
消
ち
」
　
や
欠
損
部
が
随
所
に
あ
り
、
ま
た
漢
字
に
は
ル
ビ
が
な
く
、

一
言
で
言
っ
て
読
み
に
く
い
本
文
で
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
持
っ
て
い
る
が
＼
本
稿
で
は
、
鈴
木
一
男
が
『
初

期
点
本
論
致
』
に
収
め
て
い
る
『
興
福
寺
本
往
生
要
集
』
の
翻
刻
し
た
本
文
に
従
っ
卑

〇
一
方
、
全
体
が
平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
高
野
山
西
南
院
に
伝
わ
る
写
本
は
、
『
往
生
要
集
』
の
完
成
し
た
寛
和
元
年
（
九
八
四
）
以
降
、
治

承
五
年
（
二
八
二
以
前
の
、
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
頃
の
書
写
、
『
三
十
帖
策
子
目
録
紙
背
』
に
残
る
断
簡
十
一
枚
で
あ
る
。
『
往
生
要
集
』

全
体
の
一
割
に
も
満
た
な
い
残
存
状
況
な
が
ら
、
本
書
完
成
後
の
、
最
も
古
い
平
仮
名
資
料
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
『
往



生
要
集
』
　
の
書
写
と
直
接
に
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
そ
の
表
面
の
目
録
に
は
、

治
承
五
年
丑
二
月
廿
二
日
於
嵯
峨
水
本
僧
房
／
書
写
了
／
金
剛
仏
子
静
幸

と
言
っ
た
奥
書
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
静
岡
大
学
大
学
院
生
ゼ
ミ
で
作
成
し
た
本
文
を
使
用
し
ね
が
、
頁
行
数
の
付
け
方
に
つ
い
て
は
、
西
崎

享
の
『
高
野
山
西
南
院
蔵
『
往
生
要
集
』
断
簡
』
に
拠
っ
た
。

○
も
う
一
つ
、
京
都
浄
福
寺
の
　
『
往
生
要
集
』

も
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
写
本
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
、
京
極
摂
政
良
経
（
二
六
九
－
二
一
〇

六
）
　
の
筆
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
巻
下
を
欠
く
、
巻
上
中
だ
け
が
現
存
し
て
い
る
。
本
文
は
、

宝
積
経
の
偶
に
い
は
く
・
種
々
の
悪
業
を
も
て
た
か
ら
も
の
を
・
も
と
め
て
・
さ
い
L
を
や
し
な
ひ
て
歓
娯
せ
ん
と
お
も
ふ

の
よ
う
に
、
漢
字
に
は
片
仮
名
で
ル
ビ
を
付
け
、
読
点
も
付
け
る
な
ど
、
一
見
し
て
読
者
を
想
定
し
た
読
み
易
い
形
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
西
田
直
樹
・
西
田
直
敏
に
よ
っ
て
影
印
・
翻
刻
が
出
さ
れ
、
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
巻
下
末
の
「
部
分
し
か
残
さ
な
い
興

福
寺
本
と
の
比
較
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
浄
福
寺
本
に
つ
い
て
は
両
氏
の
論
敦
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
参
考
程
度
に
止
め
た
い
。

さ
て
、
本
稿
で
は
形
態
の
異
な
る
最
明
寺
本
・
興
福
寺
本
・
西
南
院
本
三
点
の
『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
、
書
写
に
係
る
文
字
の
改
編
と
文

体
の
関
わ
り
を
論
ず
べ
く
、
以
下
に
本
文
の
語
嚢
や
表
現
な
ど
を
比
較
し
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ
が
、
現
存
す
る
部
分
が
互
い
に
重
な
り
合
っ

て
い
る
所
は
、
巻
下
の
末
尾
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
西
南
院
本
の
当
該
行
数
と
合
わ
せ
て
詳
し
く
示
す
と
、

大
文
第
十
問
答
料
簡

大
文
第
十
問
答
料
簡

大
文
第
十
問
答
料
簡

大
文
第
十
問
答
料
簡

大
文
第
十
問
答
料
簡

第
四
尋
常
の
念
相
1

3
行
分

第
五
臨
終
の
念
相
4
6
行
分

第
六
魚
心
の
妙
果
7
行
分

第
七
諸
行
の
勝
劣
2
行
分

第
九
助
道
の
資
縁
9
行
分



八

四

大
文
第
十
問
答
料
簡
　
第
十
助
道
の
人
法
　
1
2
行
分

の
、
僅
か
八
十
九
行
分
に
止
ま
る
。
例
え
ば
　
「
大
文
第
十
問
答
料
簡
　
第
六
魚
心
の
妙
果
」
　
の
第
九
以
下
に
つ
い
て
『
岩
波
日
本
思
想
大
系

源
信
』
は
次
の
よ
う
な
漢
文
を
載
せ
て
い
か
。

第
九
、
助
道
資
縁
者
、
周
、
凡
夫
行
人
、
要
須
衣
食
、
此
離
小
縁
、
能
弁
大
事
、
裸
饉
不
安
、
違
法
焉
在
、
答
、
行
者
有
二
、
謂
在
家
出

家
、
其
在
家
人
、
家
業
自
由
、
喰
飯
衣
服
、
何
妨
念
仏
、
如
木
穂
経
瑠
璃
王
行
、
其
出
家
人
亦
有
三
類
、
若
上
根
者
、
草
座
鹿
皮
、
一
菜

一
葉
、
如
雪
山
大
士
是
也
、
若
中
根
者
、
常
乞
食
糞
掃
衣
、
若
下
根
者
、
檀
越
噸
施
、
（
四
〇
二
頁
下
1
9
－
四
〇
三
頁
上
2
）

こ
れ
を
最
明
寺
本
・
興
福
寺
本
・
西
南
院
本
は
ど
う
書
写
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

〔
最
明
寺
本
〕
　
（
訳
文
）

第
九
に
、
助
道
の
資
縁
者
、
間
　
（
ふ
）
、
凡
夫
の
行
人
は
要
す
衣
食
を
須
　
（
ゐ
）
　
る
。
此
れ
小
縁
な
り
　
（
と
）
　
雄
　
（
も
）
、
能
く
大
事
を

弁
す
。
裸
二
饅
テ
安
ら
か
　
（
な
ら
）
不
は
、
道
法
蔦
′
在
ら
む
。
答
（
ふ
）
、
行
者
に
二
有
（
り
）
。
謂
く
、
在
家
と
出
家
と
な
り
。
其
の

在
家
の
人
は
、
家
業
、
自
由
な
り
。
凌
、
飯
・
衣
服
ア
リ
。
何
そ
念
仏
を
妨
け
む
。
木
穂
経
の
瑠
璃
王
の
行
の
如
し
。
其
の
出
家
の
人
に

亦
三
類
有
（
り
）
。
若
　
（
し
）
　
上
根
の
者
は
、
草
座
鹿
皮
一
菜
一
葉
　
（
な
り
）
。
雪
山
の
大
士
の
如
き
、
是
　
（
な
り
）
　
〔
也
〕
。
若
　
（
し
）
　
中

根
の
者
は
、
常
　
（
に
）
　
乞
食
糞
掃
衣
な
り
。
若
　
（
し
）
　
下
根
の
者
は
、
檀
越
の
噸
施
な
り
。

〔
興
福
寺
本
〕

第
九
二
助
道
資
縁
ト
イ
ハ
　
問
　
凡
夫
行
人
ハ
カ
ナ
ラ
ス
　
衣
食
ヲ
モ
チ
　
（
ヰ
）
　
ル
　
コ
レ
少
縁
ナ
リ
ト
イ
へ
ト
モ
　
ヨ
ク
大
事
ヲ
弁
ス

裸
饉
ニ
シ
テ
ヤ
ス
　
（
ラ
）
　
カ
ナ
ラ
ス
ハ
　
道
法
　
イ
ツ
ク
　
（
ン
）
　
ソ
ア
ラ
ム
　
答
　
行
者
ニ
フ
タ
ツ
ア
リ
　
イ
ハ
ク
　
在
家
出
家
ナ
リ

ソ
ノ
在
家
ノ
人
ハ
　
家
業
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ホ
シ
キ
マ
～
ナ
リ
　
喰
飯
衣
服
ア
リ
　
ナ
ン
ソ
念
仏
ヲ
サ
マ
タ
ケ
ム
　
木
穂
経
ノ
瑠
璃
王
ノ
行

ノ
コ
ト
キ
ナ
リ
　
ソ
ノ
出
家
ノ
人
ニ
マ
タ
三
類
ア
リ
　
モ
シ
上
根
ノ
モ
ノ
ハ
　
草
座
鹿
皮
一
業
一
葉
　
雪
山
大
士
ノ
コ
ト
キ
コ
レ
ナ
リ



モ
シ
　
中
根
ノ
モ
ノ
ハ
　
ツ
ネ
ニ
乞
食
糞
掃
衣
ナ
リ
　
モ
シ
下
根
ノ
モ
ノ
ハ
　
檀
越
ノ
嘲
施
ナ
リ

〔
西
南
院
本
〕

第
九
に
せ
め
の
し
や
う
と
い
ふ
は
と
ふ
ほ
ん
ふ
の
行
人
に
き
も
の
く
ひ
も
の
を
も
ち
ゐ
る
は
た
か
に
う
へ
て
や
す
ら
か
な
ら
す
は
い
つ
く

に
か
あ
ら
む
た
ふ
行
し
や
に
ふ
た
つ
あ
り
さ
い
け
す
ん
け
な
り
そ
の
さ
い
け
の
ひ
と
は
い
へ
の
こ
と
は
し
き
ま
ゝ
に
し
て
く
ひ
む
の
き
も

の
あ
り
な
ん
そ
念
仏
を
さ
ま
た
け
む
す
け
の
も
と
に
又
み
つ
あ
り
上
こ
む
の
も
の
は
く
さ
の
さ
し
～
の
か
は
一
の
な
一
の
こ
の
み
な
り
せ
～

む
た
い
し
の
こ
と
き
な
り
中
こ
む
の
も
の
は
つ
ね
に
こ
ん
し
き
し
ふ
ん
さ
う
え
な
り
下
こ
む
の
も
の
は
た
ん
を
ん
の
せ
な
り

西
南
院
本
に
は
漢
文
の
　
「
此
雌
小
縁
、
能
弁
大
事
」
と
「
如
木
穂
経
瑠
璃
王
行
」
　
の
二
文
を
欠
い
て
い
る
が
、
興
福
寺
本
共
に
補
綴
や
私
意

に
よ
る
意
訳
も
な
く
、
概
し
て
原
文
に
即
応
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
西
南
院
本
に
お
い
て
は
、
「
す
ん
け
」
　
（
出
家
）
「
せ
ゝ
む
た
い

し
」
　
（
雪
山
大
士
）
　
の
よ
う
に
、
促
音
を
含
む
漢
語
を
強
引
に
仮
名
表
記
し
た
り
、
「
は
た
か
に
う
へ
て
や
す
ら
か
な
ら
す
は
い
つ
く
に
か
あ
ら

む
」
　
に
　
「
道
法
」
　
の
二
字
が
な
い
た
め
に
意
味
が
通
ら
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
読
解
に
は
困
難
さ
を
伴
う
。
ま
た
、
漢
語
や
仏
教
語
の
　
「
助

道
資
縁
」
を
「
せ
め
の
し
や
う
」
、
「
喰
飯
衣
服
」
を
　
「
き
も
の
く
ひ
も
の
」
、
「
一
葉
一
果
」
を
「
一
の
な
一
の
こ
の
み
」
、
「
自
由
」
を
「
ほ
し

き
ま
～
に
し
て
」
な
ど
、
和
文
語
へ
の
置
き
換
え
例
が
見
ら
れ
る
が
、
興
福
寺
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。
あ
っ
て
も
極
く
僅
か
な
語
桑
に
止
ま
る

よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
興
福
寺
本
の
方
が
よ
り
い
っ
そ
う
漢
文
体
に
近
い
と
言
う
べ
き
様
相
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
詳
し

く
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

最
明
寺
本
・
興
福
寺
本
・
西
南
院
本
三
点
が
互
い
に
重
な
り
合
う
、
西
南
院
本
本
文
八
十
九
行
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
桑
や
表
現
な

八

五



八
六

ど
を
対
照
さ
せ
た
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
た
。
厳
密
に
は
文
で
も
な
け
れ
ば
文
節
で
も
な
い
　
－
　
切
り
方
と
し
て
は
、
意
味
の
通
る
最
小
の
ま
と

ま
り
を
適
当
に
採
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
都
合
二
百
七
十
九
枚
。
こ
の
中
に
は
脱
文
・
異
文
・
欠
損
・
不
明
な
ど
あ
っ
て
、
相
互
に
比
較

で
き
な
い
も
の
を
除
く
と
、
残
り
は
二
百
二
十
五
枚
と
な
る
。
以
下
の
考
察
は
、
そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

漢
字
仮
名
交
じ
り
文
は
、
一
般
に
和
文
体
と
漠
文
体
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
興
福
寺
本
と
西
南
院
本
の
場
合
、
そ
の

文
体
基
調
が
和
文
体
に
偏
向
す
る
か
、
漢
文
体
に
偏
向
す
る
か
を
知
る
べ
く
、
■

A
　
興
福
寺
本
と
最
明
寺
本
が
一
致
し
、
西
南
院
本
が
異
な
る
も
の

B
　
西
南
院
本
と
最
明
寺
本
が
一
致
し
、
興
福
寺
本
が
異
な
る
も
の

C
　
興
福
寺
本
と
西
南
院
本
が
一
致
し
、
最
明
寺
本
が
異
な
る
も
の

の
観
点
で
分
類
し
て
み
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

A
　
興
福
寺
本
と
最
明
寺
本
が
一
致
し
、
西
南
院
本
が
異
な
る
も
の
　
（
全
用
例
）

〔
興
福
寺
本
〕

ア
カ
サ
ハ

尋
常
ノ

念
相
ヲ

行
住
坐
臥

モ
ハ
ラ

欣
求
ス

称
念
シ

〔
最
明
寺
本
〕

明
き
者

尋
常
の

念
相
を

行
住
坐
臥

専
ら

欣
求
す

称
念
し

〔
西
南
院
本
〕

あ
か
す
と
い
ふ
は

つ
ね
の

念
仏
の
さ
う
を

た
ち
ゐ
お
き
ふ
L

も
ん
は
ら
に

ね
か
ふ

念
し

念
相

臨
終

惣
相

念
相
間
雑
ス
ル
コ
ト

一
心
二

一
善

阿
鼻
地
獄

少
火

念
相

臨
終

惣
相

念
相
間
雑
す
る
こ
と

一
心
に

一
善

阿
鼻
地
獄

小
火

さ
う
ゆ

十
念

さ
え
ノ

思
ひ
ま
し
は
る
こ
と

心
を
ひ
と
つ
に
し
て

ひ
と
つ
の
せ
ん

む
け
む
ち
こ
く

ち
ひ
さ
き
ひ



往
生
ス
ヤ

行坐時
処
二

念
ス
ル

命
終
二

諸
務
ヲ

自
善
根

自
願
求
ノ
国
力

衆
聖

下
々
品

ナ
ラ
ノ

砂
礫

断
壊
シ
ヌ

成
ス
ル

猛
利
ナ
ル

家
業

頭
燃

衣
食

助
道
資
縁

イ
ツ
ク
ソ

喰
飯
衣
服

三
類
ア
リ

出
家
ノ
人
二

一
菜
一
果

往
生
す
耶

行坐時
処
に

念
す
る

命
終
に

諸
務
を

自
善
根

自
願
求
の
因
力

衆
－
聖

下
々
品

何
等
の

沙
礫

断
壊
し
ぬ

成
す
る

猛
利
な
る

家
業

頭
燃

衣
食

助
道
資
縁

焉
そ

喰
飯
衣
服

三
類
あ
り

出
家
の
人
に

一
葉
一
果

お
ほ
上
す

あ
る
き

ゐ
た
ら
む
に

と
こ
ろ
に

念
せ
よ

み
や
う
す
の
と
き
ま
て

も
ろ
ゝ
の
い
と
な
み
を

み
つ
か
ら
の
せ
む
こ
む

み
つ
か
ら
ね
か
ひ
も
と
む
る
ち
か
ら

も
ろ
1
の
ほ
と
け
菩
薩

下
品

い
か
や
う
に

い
さ
こ

た
え
ぬ

な
す

み
や
う
な
る

い
へ
の
こ
と

か
う
へ
の
□

き
も
の
く
ひ
も
の

せ
め
の
し
や
う

い
つ
く
に
か

き
も
の
く
ひ
も
の

み
つ
あ
り

す
け
の
も
と
に

一
の
な
一
の
こ
の
み

千
里
ニ
イ
タ
ル

貴
人

劣
夫

富
貴

堅
個

飛
騰

魚
蜂

栴
檀
樹

出
成
ス
ル

玲
羊

忍
辱
ト
ス

堅
固
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ

果
実
ヲ
出
生
ス

鹿
皮

ク
タ
レ
ル
ト
コ
ロ

帰
ス
ル

慢
心

善
師
■

帰
ス

険
ヲ

モ
チ
イ
ル

シ
カ
ラ
ス

勧
励
セ
ヨ

キ
ク
コ
ト
ヲ
エ
ス
ト
モ

千
里
に
至
る

貴
人

劣
夫

富
貴

堅
固

飛
騰

魚
蜂

栴
檀
の
樹

出
成
す
る

玲
羊

忍
辱
と
為

堅
固
な
り
と
錐

果
実
を
出
生
す

鹿
皮

下
れ
る
所

帰
す
る

慢
心

善
師

帰
す

険
を

須
ゐ
る

爾
ら
不

勧
励
せ
よ

聞
こ
と
得
不
と
も

千
り
を
い
た
る

□
つ
し
き
ひ
と

い
や
し
き
ひ
と

と
み
ゆ
た
か
に
し
て

か
た
し
と
い
へ
と
ん

と
ひ
の
は
る
こ
と

う
を

千
た
ん
の
は
や
し

上
す
る

ひ
っ
し

人
に
く
と
な
っ
て

か
た
し
と
い
へ
と
ん

み
を
む
す
ふ

し
ゝ
の
か
は

ロ
な
る
と
こ
ろ

か
へ
る

を
こ
り
の
心

よ
き
し

か
な
へ
り

さ
か
し
き
を

す
へ
し

し
か
は
む
は
あ
ら
す

は
け
め

き
か
さ
れ
と
も

受
持
シ
披
読
シ
習
学
ス
ヘ
シ
　
受
持
し
披
読
し
習
学
す
応
し
　
す
ち
す
へ
し

遠
方
ニ

遠
方
に

と
は
き
ほ
う
に

八
七



B
　
最
明
寺
本
と
西
南
院
本
が
一
致
し
、
興
福
寺
本
が
異
な
る
も
の
　
（
全
用
例
）

〔
興
福
寺
本
〕
　
　
〔
最
明
寺
本
〕

タ
～
　
　
　
　
　
但
し

ト
ゝ
マ
ラ
ス
　
　
住
ら
不
て

コ
ト
ク
　
　
　
　
如
し

大
因
縁
　
　
　
　
大
の
因
縁

ト
イ
ハ
　
　
　
　
ト
イ
フ
ハ

〔
西
南
院
本
〕

た
ゝ
L

と
～
ま
ら
す
し
て

こ
と
し

大
の
い
ん
ね
ん

と
い
ふ
は

ナ
シ
テ

ナ
ホ
ヨ
ク

シ
ハ
ラ
ク
ノ
ア
ヒ
タ
ニ

仏
ノ
ゝ
タ
マ
ハ
ク

飢
l
T
ン
テ

作
て

尚斯
須
頃
に

仏
の
言
く

飢
え
て

八

八

つ
く
り
て

な
を

す
ゆ
の
あ
ひ
た
に

は
と
け
の
い
は
く

う
へ
て

C
　
興
福
寺
本
と
西
南
院
本
が
一
致
し
、
最
明
寺
本
が
異
な
る
も
の
（
全
用
例
）

〔
興
福
寺
本
〕
　
　
〔
最
明
寺
本
〕

イ
フ
ト
ロ
ノ
・
言
ふ
所
の

十
念
ヲ
フ
ル
二
　
十
念
を
経
て

最
勝
ノ
行
ナ
リ
　
最
勝
な
り

ハ
ラ
フ

コ
ト
ク

救
は
む

如
き

〔
西
南
院
本
〕

い
ふ
と
ろ
の

十
念
を
ふ
る
に

さ
い
せ
う
の
行
な
り

は
ら
ふ

こ
と
く

タ
カ
ヒ
ニ

教
文
ニ
オ
イ
テ

一
念

ア
シ
ナ
へ
タ
ル

相
ひ

教
文
に
し
て

一
の
念

壁
な
る

た
か
ひ
に

け
う
も
ん
に
を
い
て

一
ね
む

あ
し
な
え
た
る

採
取
し
た
全
て
の
カ
ー
ド
二
百
二
十
五
枚
を
一
〇
〇
と
し
て
、
こ
れ
を
各
項
目
の
用
例
数
と
共
に
％
で
表
す
と
、

A
6
6
例
全
体
の
二
九
・
三
％

B
1

0
例
全
備
の
四
・
五
％

C
9
例
全
体
の
四
・
〇
％

と
言
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
残
り
の
大
半
を
占
め
る

D
最
明
寺
本
、
興
福
寺
本
、
西
南
院
本
の
三
点
が
一
致
す
る
も
の



E
　
最
明
寺
本
、
興
福
寺
本
、
西
南
院
本
の
三
点
と
も
異
な
る
も
の

を
同
じ
要
領
で
示
し
て
お
き
た
い
。

D
　
最
明
寺
本
、
興
福
寺
本
、
西
南
院
本
の
三
本
が
一
致
す
る
も
の
　
〓
例
）

〔
興
福
寺
本
〕

座
禅
入
定
シ
テ

観
ス
ル
ナ
リ

モ
ト
ム
ル
ナ
リ

浄
土
ヲ
．

乃
至

助
念

乞
食

臨
終

億
年
シ
テ

邪
見

サ
タ
メ
テ

悪
業

〔
最
明
寺
本
〕

座
禅
入
定
し
て

観
す
る
な
り

求
る
な
り

浄
土
を

乃
至

助
－
念

乞
食

臨
終

憶
念
し
て

邪
見

定
て

悪
業

〔
西
南
院
本
〕

さ
せ
ん
に
う
丈
し
て

観
す
る
な
り

も
と
む
る
な
り

上
土
を

な
い
し

そ
ね
む

こ
ん
し
き

り
む
す

を
く
念
し
て

し
や
け
ん

さ
た
め
て

あ
く
こ
う

オ
ツ
ル

ス
ナ
ハ
チ

猛
利
ナ
ル

ス
ラ

イ
ハ
ム
ヤ

毒
ノ
コ
ト
シ

一
切
衆
生

ヤ
ス
ラ
カ
ナ
ラ
ス
ハ

サ
マ
タ
ケ
ム

不
可
思
議
ナ
リ

四
十
由
旬

変
シ
テ

一
端
ノ
モ
ノ

宿
命
智
ヲ
ウ

堕
る

ロ猛
利
な
る

す
ら

況毒
の
如
し

一
切
衆
生

安
ら
か
不
は

妨
げ
む

不
可
思
議
な
り

四
十
由
旬

変
し
て

一
端
の
物

宿
命
智
を
待

お
つ
る

す
な
は
ち

み
や
う
り
な
る

す
ら

い
わ
ん
や

と
く
の
こ
と
し

一
切
す
上

や
す
ら
か
な
ら
す
は

さ
ま
た
け
む

ふ
か
し
き
な
り

四
十
ゆ
す
ん

ヘ
ム
し
て

い
た
ん
の
も
の

す
く
み
や
う
ち
を
う

E
　
最
明
寺
本
、
興
福
寺
本
、
西
南
院
本
の
三
本
と
も
異
な
る
も
の
　
（
全
用
例
）

〔
興
福
寺
本
〕

ハ
ラ
フ
テ

船
二
奇
戴
シ
ヌ
レ
ハ

貢
ス

盈
望
シ
ヌ

〔
最
明
寺
本
〕
　
　
〔
西
南
院
本
〕

排
ヒ
テ
　
　
　
　
は
ら
ふ

船
に
寄
り
戴
テ
　
ふ
ね
に
や
と
り
け
れ
は

イ
ノ
チ
ヲ
ウ
ル
コ
ト
無
量
ナ
リ

ハ
ラ
ム
コ
ト
ア
ル
コ
ト
ヲ
ウ

貢
す
れ
は

望
み
に
盈
つ

た
て
ま
つ
る
に

の
そ
み
～
つ
か
こ
と
し

ミ
ユ
レ
ハ

桜
洛
シ
ツ
レ
ハ

妙
果
ト
イ
ハ

見
て

寿
得
こ
と
無
量
な
り

身
有
こ
と
得
　
は
ら
む

み
つ
れ
は

む
ろ
う
の
い
の
ち
を
う

其
の
身
を
桜
堵
す
れ
は
　
そ
の
み
を
か
さ
り
つ
れ
は

妙
果
者

め
う
く
わ
と
い
ふ
ハ

八
九



念
ソ
ヤ

イ
キ
ヌ

香
美
ナ
ラ
シ
ム

食
シ
ヌ
レ
ハ

奏
ス
レ
ハ

念
そ
耶

活
く

香
美
な
り

食
す
れ
は

奏
す
る
に

ね
ん
す
へ
き
そ

よ
み
か
へ
る

か
う
は
し

く
う
つ
れ
は

き
く
に

成
ス
ル
コ
ト
ヲ
ウ
ヘ
シ
　
成
る
こ
と
得
へ
し
　
な
る
へ
し

諸
行
　
　
　
　
　
　
　
往
生
の
業
　
　
　
も
ろ
も
ろ
の
行

ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ホ
シ
キ
マ
ゝ
ナ
リ
　
自
由
な
り
　
ほ
し
き
ま
～
に
し
て

日
高
ス
レ
ハ

弥
陀
本
願

日
高
す
る
は
　
　
た
か
け
れ
は

弥
陀
の
本
願
　
　
あ
み
た
の
本
月

用
例
数
と
そ
の
割
合
は
、

D
1
2
1
例
全
体
の
五
三
・
七
％

E
1

9
例
全
体
の
八
・
五
％

で
あ
る
。

最
も
高
い
数
値
を
示
し
た
D
は
、
全
体
の
半
数
強
五
三
・
七
％
に
及
ぶ
。
こ
の
こ
と
は
、
興
福
寺
本
・
西
南
院
本
が
、
片
仮
名
や
平
仮
名
と

い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
文
字
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
漢
文
体
に
依
存
し
た
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
西
南

院
本
で
は
、
漢
語
や
仏
教
語
を
そ
の
ま
ま
平
仮
名
で
書
き
留
め
た
例
が
多
い
点
に
も
注
目
し
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
読
解
に
支
障

を
来
す
ほ
ど
の
強
引
な
仮
名
表
記
例
が
あ
か
こ
と
は
、
上
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

次
に
A
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
も
数
値
的
に
は
高
い
方
と
言
え
る
。
A
に
挙
げ
た
例
の
う
ち
、

お
ほ
上
　
（
往
生
）

千
た
ん
　
（
栴
檀
）



人
に
く
　
（
忍
辱
）
　
　
上
す
る
　
（
成
す
る
）

な
ど
、
普
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い
誤
字
や
宛
字
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
南
院
本
に
認
め
ら
れ
る
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
か
。
ま
た
、

「
尋
常
」
　
を
　
「
つ
ね
」
　
　
「
行
住
坐
伏
」
　
を
　
「
た
ち
ゐ
お
き
ふ
し
」

「
欣
求
」
　
を
　
「
ね
か
ふ
」

「
行
」
　
を
　
「
あ
る
き
」
　
　
「
坐
」
　
を
　
「
ゐ
」
　
　
「
時
処
」
　
を
　
「
と
こ
ろ
」

「
諸
務
」
　
を
　
「
も
ろ
～
の
い
と
な
み
」
　
　
「
自
願
求
因
力
」
　
を
　
「
み
つ
か
ら
ね
か
ひ
も
と
む
る
ち
か
ら
」

「
衆
聖
」
を
　
「
も
ろ
～
の
ほ
と
け
菩
薩
」
　
．
「
念
相
聞
雑
」
を
　
「
思
ひ
ま
し
は
る
」

「
貧
人
」
を
　
「
□
つ
し
き
ひ
と
」
　
　
「
劣
夫
」
　
を
　
「
い
や
し
き
ひ
と
」
　
　
「
飛
謄
」
を
「
と
ひ
の
ほ
る
」

「
果
実
」
　
を
　
「
み
」
　
　
「
堅
固
」
　
を
　
「
か
た
L
J
　
　
「
衣
食
」
　
を
　
「
き
も
の
く
ひ
も
の
」

「
家
業
」
　
を
　
「
い
へ
の
こ
と
」
　
　
「
喰
飯
衣
食
」
　
を
　
「
き
も
の
く
ひ
も
の
」
　
　
「
慢
心
」
　
を
　
「
を
こ
り
の
心
」

な
ど
、
文
脈
に
適
合
し
た
正
確
な
訳
と
は
言
え
な
い
、
極
め
て
簡
単
な
も
の
だ
が
、
和
文
語
へ
の
置
き
換
え
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
確
か
に
文
字
の
改
編
に
伴
う
語
嚢
の
変
更
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
文
体
そ
の
も
の
の
変
容
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
考

え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
A
及
び
E
に
お
い
て
少
し
く
認
め
ら
れ
る
、
本
文
の
特
徴
な
い
し
は
傾
向
と
み
る
べ
き
性
質
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

西
南
院
本
の
場
合
、
漢
語
を
音
読
し
た
際
に
、
そ
の
意
味
が
理
解
し
に
く
か
っ
た
り
出
来
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
対
立
す
る
同
音
語
が
あ
っ

て
、
誤
解
を
生
じ
か
ね
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
部
分
的
に
和
文
語
へ
の
置
き
換
え
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
西
南
院
本
は
、
漢
文
や
漢
文
の
書
き
下
し
文
を
書
写
し
た
り
読
謂
し
た
り
、
ま
た
講
述
を
目
的
と
し
て
書
き
記
し
た

り
し
た
も
の
で
は
な
く
、
よ
く
言
っ
て
「
聞
書
き
」
、
さ
ら
に
言
え
ば
備
忘
の
た
め
、
講
述
中
の
本
文
を
平
仮
名
を
使
っ
て
走
り
書
き
し
た
も
の

と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
読
者
や
後
に
書
写
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
は
い
な
い
一
■
回
過
程
の
本
文
な
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
同
じ
平
仮
名
書
き
で
も
浄
福
寺
本
は
、
「
訳
が
正
確
で
、
和
語
と
漢
語
が
よ
く
調
和
し
た
文
章
に
な
っ
て
お
射
」
、
表
記
上
も
、
ま
た



言
語
の
面
か
ら
み
て
も
和
漢
の
交
混
し
た
文
体
と
し
て
完
成
さ
れ
、
漢
文
の
『
往
生
要
集
』
と
は
ま
た
別
の
、
違
っ
た
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
そ

れ
は
一
つ
の
文
学
作
品
と
し
て
、
多
く
の
読
者
を
期
待
し
、
読
み
伝
え
ら
れ
て
い
く
べ
き
本
文
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

B
で
は
興
福
寺
本
の
特
徴
が
解
る
は
ず
だ
が
・
、
実
際
に
は
四
・
五
％
と
極
め
て
低
い
数
値
し
か
示
し
て
い
な
い
。
和
文
語
へ
の
置
き
換
え
は

行
な
わ
れ
て
い
な
い
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
A
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
最
明
寺
本
と
の
一
致
率
の
方
が
二
九
二
二
％
と
遥
か
に
高
い

こ
と
か
ら
、
片
仮
名
を
用
い
て
い
る
が
、
漢
文
の
書
き
下
し
文
そ
の
も
の
と
言
っ
て
よ
く
、
文
学
作
品
と
し
て
評
価
に
値
す
る
よ
う
な
本
文
に

は
な
り
え
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
四
辻
善
成
の
『
河
海
抄
』
（
二
二
六
七
以
前
）
、
第
十
二
　
「
梅
枝
」
に
は
「
江
談
云
」
と
し
て

源
信
僧
都
又
働
此
事
（
＝
法
華
ハ
講
）
説
云
、
日
本
国
者
誠
堆
・
如
来
金
言
　
唯
必
　
仮
名
　
可
　
奉
　
書
也
。

と
記
す
。
つ
ま
り
、
法
華
経
の
よ
う
な
権
威
あ
る
経
典
は
、
漢
文
訓
読
の
で
き
る
少
数
の
限
ら
れ
た
人
々
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
こ
そ
「
道
俗
貴
賎
」
の
人
々
に
解
る
仮
名
を
使
っ
て
、
更
に
言
う
な
れ
ば
簡
単
な
和
文
語
に
置
き
換
え
て
書
き
写
さ
れ
る
べ
き
だ
と
言
う
。

後
世
、
仮
名
書
き
や
絵
を
伴
う
伝
本
が
多
数
出
現
す
る
の
も
、
J
恐
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
か
。

『
往
生
要
集
』
だ
け
で
な
く
、
『
三
宝
絵
詞
』
『
今
昔
物
語
集
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
な
ど
、
平
安
時
代
に
は
、
漢
文
も
し
く
は
「
文
章
全
体

が
漢
文
の
出
典
を
（
内
容
上
又
は
形
式
上
）
背
景
と
し
た
㍉
文
学
作
品
を
、
平
仮
名
や
片
仮
名
で
書
写
す
る
こ
と
は
多
々
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
、
元
の
漢
文
や
漢
文
の
書
き
下
し
文
を
平
仮
名
や
片
仮
名
を
使
っ
て
書
き
換
え
た
だ
け
で
は
、
表
記
上
、
異
な
る
形
態
の
写
本
が
出
来
上

が
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
文
体
の
変
容
と
は
無
関
係
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。



一
体
に
、
音
声
言
語
に
よ
る
文
学
が
、
口
承
的
に
逐
次
そ
の
内
容
を
改
め
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
漠
文
体
を
そ
の
文
体
基
調
と
し
な
が
ら

も
、
漢
語
を
和
文
語
に
置
き
換
え
た
り
、
日
常
的
な
口
語
や
俗
語
を
加
え
、
あ
る
い
は
和
文
体
特
有
の
表
現
効
果
や
レ
ト
リ
ッ
ク
を
対
時
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
和
漢
雅
俗
の
よ
く
調
和
し
た
、
新
し
い
文
体
の
一
つ
の
文
学
作
品
が
再
生
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う

点
で
は
、
京
都
浄
福
寺
本
『
往
生
要
集
』
の
本
文
が
そ
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
仙
築
島
裕
・
坂
詰
力
治
・
後
藤
剛
『
最
明
寺
本
往
生
要
集
　
影
印
篇
』
昭
六
三
、
『
最
明
寺
本
往
生
要
集
　
繹
文
篇
』
平
四
。

②
鈴
木
一
男
『
初
期
点
本
論
故
』
昭
五
四
。

櫛
勝
山
幸
人
（
代
表
）
「
西
南
院
本
往
生
要
集
に
つ
い
て
－
本
文
並
び
に
語
嚢
総
索
引
」
（
『
静
大
国
文
』
別
巻
第
二
号
）
平
一
二
。

㈲
西
崎
享
車
高
野
山
西
南
院
蔵
『
往
生
要
集
』
断
簡
』
昭
六
二

㈲
西
田
直
樹
・
西
田
直
敏
『
浄
福
寺
本
仮
名
書
き
往
生
要
集
　
影
印
・
翻
刻
・
解
説
』
平
六
。

㈲
石
田
瑞
麿
『
岩
波
日
本
思
想
大
系
　
源
信
』
昭
四
五
。

聞
財
津
永
次
「
西
南
院
蔵
往
生
要
集
断
簡
」
　
（
『
仏
教
芸
術
』
5
7
）
昭
四
〇
。

㈲
注
㈲
文
献
、
七
四
〇
頁
。

㈱
西
田
直
樹
『
仮
名
書
き
絵
入
り
往
生
要
集
　
研
究
・
翻
刻
・
影
印
』
平
二
一
。
及
び
注
㈲
文
献
、
七
四
〇
頁
。

㈹
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
昭
三
八
、
七
八
一
頁
。

空


